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？ 「鯖江市デジタル田園都市構想総合戦略」とは？

策定の目的

計画の位置付け

①人口の減少をゆるやかにする
②少子高齢化社会に的確に対応する
③鯖江市のもつ魅力を最大限に活用し、活気あふれる地域社会をつくる
④これらを実現するために、デジタルの力を最大限に活用する

「鯖江市デジタル田園都市構想総合戦略」では①～③を実現するために「しごと」「ひと（社会増減）」
「ひと（自然増減）」「魅力的なまち」の４つの観点から４つの基本目標を定め、それぞれの分野でデジ
タルの力でできることを考えながら、すべての市民の「幸福寿命（どのような状況であっても幸せだと感
じられる状態）」の延伸を目指します。

①対象期間は、２０２４年度から２０２８年度（令和６年度から令和１０
年度）までの５年間

②国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」に基づく地方版総合戦略として
策定
③人口ビジョンと総合戦略をひとつのものとして策定
④「めがねのまちさばえビジョン２０４０」と一体的に推進
⑤各分野の計画・施策と連携

各種計画との関係は下図のようになります。

鯖江市デジタル田園都市
構想総合戦略
（令和６年３月策定）
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めがねのまちさばえ
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計画期間：令和６年度～令和１０年度計画期間：令和２年度～令和６年度

計画期間：
令和５年度～

令和９年度

？ 人口ビジョンからわかることは？

鯖江市では、順調に人口増加が続いてきましたが、２００７年（平成１９年）以降から横ばい傾向と
なり、２０２２年（令和４年）は前年に比べて約３００人の減少となっています。（図１）

（図1）

（図２）

過去５年間の年齢別に転入元、転出先の状況を分析すると、５年前と比較して、男性の１７歳から２
 ３歳にかけての県外への転出数、２４歳から３０歳にかけての県内への転出数、女性の２１歳の県外
 への転出数が伸びていることがわかりました。

国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」）の推計によると、２０５０年の鯖江市の人口は、
 ５８，７４９人まで減少することが予測されています。

自然増減の面からは、将来の人口減少を抑制するために、合計特殊出生率を長期的に人口を維持する
 ことができる水準（２．０７：人口置換水準）まで向上させる必要があります。

社会増減の面からは、現状分析から、進学、就職に加え、結婚、子育て、住宅取得を契機とする転出
 増加が推測されるため、Ｕ・Ｉターンの促進および子育て施策や住宅施策と連携した定住施策を研
 究・検討していく必要があります。

今回の人口ビジョンでは、２０４０年に合計特殊出生率２．０７を目指すとともに、生産年齢人口で
 ある１５～６４歳の人口を社人研の推計値より毎年３０人増加させることを目指します。

出生数・死亡数の大小による「自然
増減」を分析すると、出生数は１９９９

 年（平成１１年）をピークに減少傾向、
 死亡数は増加傾向にあり、「自然減」の
 状態です。

転入数・転出数の大小による「社会増
 減」を分析すると、転入数・転出数とも
 に増加傾向ですが、転出数の増加が大き
 く、２０２２年（令和４年）に、これま
 での「転入超過」から「転出超過」へと
 逆転しました。

合計特殊出生率の目標を達成した場合、

 ２０５０年の鯖江市の人口は、

 ６５，１００人

（社人研の推計より６，３５１人増）

 となることが見込まれます。

 （図２ パターン２）

加えて、Ｕ・Ｉターン等による社会増の

 目標を達成した場合、２０５０年の鯖江

 市の人口は、

６６，６０４人

（社人研の推計より７，８５５人増）

 となることが見込まれます。

（図２ パターン３）

「人口ビジョン」とは、鯖江市の人口の現状を分析し、将来の
展望を提示するものです。



基本目標Ⅰ
『世界に挑戦』で、
さばえる！
稼ぐ地域、魅力ある仕
事をつくる

基本目標

基本目標Ⅱ
『市民主役』で、
さばえる！
ひとが集い、挑戦でき
るまちをつくる

社会減の抑制
+150人

数値
目標

基本目標Ⅲ
『幸福寿命』で、
さばえる！
育てやすい暮らしやす
いまちをつくる

自然減の抑制
+300人

数値
目標

基本目標Ⅳ
『住みたいまち』で、
さばえる！
安心で快適で魅力的な
まちをつくる

快適に暮らせると
感じる人の割合
８７．５％

数値
目標

横断的方針

持
続
可
能
な
開
発
目
標

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成

地方創生を下支え

市内従業者数
31，000人

数値
目標

基本施策

１ 地場産業の技術を活かした新産業
    の創造
２ 既存産業の高度化
３ 若者に魅力ある働く場の確保
４ ジェンダー平等で働く誰もが輝け
るまちの創造

５ 持続可能な農業経営の確立

１ 若者の夢を応援するまち
２ さばえファン（関係人口）の獲得
と移住定住の促進

３ 河和田キャンパス（創造産地）の
構築

４ 市民主役で絆を強め、特色を高め
るまちづくり

５ 地域資源を活かす観光の推進
６ シビックプライドの醸成
７ 地域ブランド力の向上

１ 安心して結婚・出産・子育てがで
きるまち

２ 自分らしく働き、子育てできるま
ち

３ 子どもがいきいきと過ごすまち
４ すべての人が健康で生涯青春の
まち

５ 誰もが自分らしく安心して暮らせ
るまち

１ ＩＴのまちさばえの推進
２ 魅力あふれるまちなかの創造
３ 豊かさと安心のある暮らしを支え
る交通環境

４ 強靭で安全・安心なまち
５ 環境にやさしい魅力的なまち

デジタルの力を活用した課題解決

体制・組織強化の取組

世界的視野で考え、地域で行動する「めがねのまちさばえ」

栄える 映える 支える
エール
を送る

えらば
れる

得る

？ 「さばえる」ってどういう意味？

『鯖江市デジタル田園都市構想総合戦略』では、

人口減少社会に的確に対応し、活力ある鯖江市であり

続けるため、「さばえる」という言葉をキーワードに

４つの基本目標を掲げています。

「さばえる」は「栄える」「得る」「支える」「エー

ルを送る」「映える」「えらばれる」などの意味をか

けあわせた造語です。

ものづくりのまちとして「栄え」、さばえファンを

「得て」関係人口、交流人口を増やし、みんなの幸せ

のために「支え合い」互いにエールを送り、住みたい

まち住み続けたいまちとして、「えらばれる」まちと

なるように、

「鯖江らしさ」を磨き、行動していこう！

という強い思いを込めた言葉です。

基本目標Ⅰ

基本目標Ⅱ

基本目標Ⅲ

基本目標Ⅳ

新産業の創造

眼鏡のチタン加工技術を活かした医
療機器の開発や、ウェラブル端末関
連等の成長分野への進出など、市内
リーダー企業が取り組む新技術開発
を支援しています。

チームさばえ出展事業

市内企業群による「チームさばえ」
共同ブースを、東京・大阪で開催す
る国内見本市に出展し、参加企業の
販路拡大や「めがねのまちさばえ」
のブランド力向上を目指します。

越前鯖江デザインスクール

越前市と連携し、持続可能な地場産
業の確立を目的に、デザイン思考を
活かした経営マインドの醸成や課題
解決を図るスクールを開講していま
す。

ＳＤＧｓ部・ＳＤＧｓフェス

SDGs推進センターを拠点に若者たち
がSDGsを学び行動するSDGs部の活動
を支援します。また全世代参加型の
イベントSDGｓフェスの開催を通して
鯖江市の取組を世界に発信していき
ます。

鯖江市地域活性化プランコンテスト

全国の大学生と地元の高校生による
若者目線でのアイデアを活かしたま
ちづくり提案のコンテストを行い、
地域と連携しながら、まちづくりを
楽しむ企画や活動に取り組んでいま
す。

地域ブランド推進事業

「つくる、さばえ」を合言葉に、パ
ネル討論やワークショップなどを行
い、鯖江市の魅力を共有し、未来へ
向けた行動を促すことで、地域ブラ
ンド力を向上し、「選ばれるまち」
となることを目指しています。

高年大学

高齢者が、歴史、文化、健康づくり
等の講座やクラブ活動に参加し、生
涯学習を通して、仲間づくりの輪を
広げるとともに、大学での学びを地
域のまちづくり活動に活かすなどの
社会貢献活動を行っています。

クリエイティブ教育都市事業

官民協働で、小学校の授業やクラブ
活動において、プログラミング教育
を実施し、将来のＩＣＴ社会を支え
る人材を育成しています。

子育てサポーター養成講座

子育てサポーター養成講座を実施し、
修了生が子育てサポーター（ＣＯＳ
ＡＰＯ）として、子育て支援セン
ターと協働しながら、地域ぐるみで
子育て中の親子の見守りやサポート
を行っています。

書かない窓口

市民の住所異動等に係る申請書を書
く手間を極力省き、申請にかかる負
担軽減や受付時間を短縮して市民
サービスの向上を図っています。

西山公園夜間景観造成事業

西山公園のナイト観光の促進を目的
に、西山公園前の歩道や、園内の噴
水広場ピクニック広場、南側大階段
などにイルミネーションを設置して
います。

地域防災力育成セミナー

地域の防災力を高めるため、防災に
関する講座を小中学校や地域で開催
し、避難所開設の際のパーテーショ
ンや簡易ベッドの組み立て方、多様
性への配慮などを、様々な視点で伝
えています。

２２の基本施策、それに連なる８４の実施施策で
基本目標の実現を目指します！

基本コンセプト

本総合戦略の基本コンセプトで使われる
「めがね」という言葉は、
眼鏡産業だけを指すものではなく、
繊維や漆器、農業などの「ものづくり」はもとより、
これらの産業を支えてきた女性の活躍や、
歴史、伝統、文化、自然、環境、市民性など
鯖江市固有の地域資源のすべてを象徴するものです。

「めがねのまちさばえ」の知名度が
大きく向上した今、
先人たちによって脈々と受け継がれ、
これまで鯖江市を形づくってきた
これらの地域資源にさらに磨きをかけ、
自信をもって世界に発信するとともに、
ＳＤＧｓの達成や、ゼロカーボンシティの実現、
ダイバーシティの推進など、
世界的視野で物事を考え、
それを、この鯖江の地で
行動に移していくことが大切です。
「世界的視野で考え、地域で行動する」ことで、
多様な人々が集まり、
経済、社会、環境の好循環が生まれ、
停滞することなく、常に新しいものが生まれ続ける
そんな持続可能なまちを
創り上げていくことを目指します。

？ 基本コンセプトに込めた思いは？

-３- -４-

鯖江市で進める特徴的な取組の例



！ ＫＰＩ（評価指標）とデジタルによる課題解決の例

主なＫＰＩ（成果指標）

ＫＰＩ（成果指標） 単位 現状値 目標値

市内の従業者数を増やします 人 ３０，２１２ ３１，０００

成長分野の海外販路開拓件数を増やします
件

（累計） １３ ２３

販路開拓のための企業間のマッチングを進めます
件

（累計） １１３ ２３０

企業立地のための交付金の決定件数を増やします
件

（累計） １３ ３０

職場で男女平等と感じる人の割合を増やします ％ ４７．１ ７０．０

新たに農業に従事する人を増やします
人

（累計） ２１ ２６

基本目標Ⅰ

基本目標Ⅱ

稼ぐ地域、魅力ある仕事をつくる

ＫＰＩ（成果指標） 単位 現状値 目標値

社会減を推計値よりも抑制します 人 － ＋１５０

市内高等学校等への伴走支援の件数を増やします 件 － ４

関係人口（市外在住で鯖江市に多様に関わる人）の数
を増やします

人
（累計） １１，７８８ １２，５００

河和田地区の若者移住・就業者数を増やします
人

（累計） ８５ １２０

各地区のまちづくり計画策定を推進します
地区

（累計） １ ３

年間観光客数を増やします 万人 １５５ ２００

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う児
童生徒の割合を維持します

％
小学生 ８２．４
中学生 ６２．９

小学生 ８２．０
中学生 ６２．０

地域ブランド力の向上の施策に満足している人の割合
を他の施策の平均以上とします。

％ － ７５．０

ひとが集い、挑戦できるまちをつくる

基本目標Ⅲ

ＫＰＩ（成果指標） 単位 現状値 目標値

自然減を推計値よりも抑制します 人 － ＋３００

子育てに満足している人の割合を増やします ％ ７４．５ ８０．０

働きやすい就業規則に改定する企業を増やします 件 １６ ３０

学校に行くのは楽しいと思う児童生徒の割合を増やし
ます

％
小学生 ９２．４
中学生 ８６．３

小学生 ９３．０
中学生 ８８．０

元気生活率の減少を抑制します ％ ８４．４ ８３．０

地域見守り体制の整備町内数を増やします 町内 １２８ １４０

育てやすい、暮らしやすいまちをつくる

「鯖江市デジタル田園都市構想総合戦略」では、基本施策の達成状況を評価するために、成果指標を設定しています。
また、基本施策ごとにデジタルの力を活用し、社会課題を解決することを推進しています。ここでは、そのいくつか
の例を紹介します。

基本目標Ⅳ

ＫＰＩ（成果指標） 単位 現状値 目標値

快適に暮らせると感じる人の割合を増やします ％ ８１．５ ８７．５

オンライン申請が可能な手続きの割合を増やします ％ ２７．０ ６０．０

西山公園の来園者数を増やします 万人 ８１．１ １００．０

つつじバスの年間利用者数を増やします 万人 １４．４ １５．０

特定空き家の解消率を増加させます ％ ２２．５ ５０．０

ＣＯ２排出量を減少させます ｔ ５０１，０００ ３５７，７８０

安心で快適で魅力的なまちをつくる

ＫＰＩ（成果指標） 単位 現状値 目標値

職員の能力態度評価点数（４０点満点）をあげます 点
一般職 ２９．９
現業職 ２７．３

一般職 ３２．０
現業職 ３０．０

財政調整基金の年度末残高を堅持します 百万円 ３，６０９ ３，０００

財政を健全な状態に保ちます（実質公債費比率） ％ ５．３ ９．０

財政を健全な状態に保ちます（将来負担比率） － 将来負担なし 将来負担なし

財政を健全な状態に保ちます（実質赤字比率） － 黒字 黒字

財政を健全な状態に保ちます（連結実質赤字比率） － 黒字 黒字

市債残高について目標値を超えないようにします 百万円 １３，０１２ ２１，０００

市税の徴収率をあげます ％ ９８．６ ９９．０

実現に向けて 体制・組織強化

デジタルの力でできること

基本目標Ⅰ

基本目標Ⅱ

基本目標Ⅲ

基本目標Ⅳ

・システム導入支援による生産性の向上
・ＥＣサイトの構築支援やデジタル展示会支援等に
よる販路拡大

・リモートワーク支援によるワーク・ライフ・バラ
ンスの推進

・人材マッチングサイトによる人材と市内事業者の
マッチング

・スマート農業の導入による農作業の効率化

・マッチングシステムを活用した男女の出会いの場
の創出

・ＡＩドリルや学習支援アプリを活用した個別最適
な学びの場の提供

・スマートロックの活用による解放学校の利便性の
向上

・国保データベースの健診・医療・介護連携データ
を活用した効果的な健康増進のアプローチの実施

・ＳＮＳを活用した移住等情報の発信
・電子回覧板アプリによる区長事務軽減、伝達ネッ
トワークの強化

・人流データを活用した観光プロモーションの実施
・歴史や文化資源のデジタルデータ化によるＡＲ、
ＶＲコンテンツの開発、発信

・インフルエンサーと協働した魅力発信や情報拡散

・電子申請の整備による２４時間いつでもどこでも
申請手続きができる環境づくり

・オープンデータの活用による市の情報の見える化
・ＳＮＳや動画チャンネルを活用したわかりやすい
市政情報の発信

・Ｍａａｓによる公共交通サービスの向上
・ＷＥＢカメラの活用による河川水位情報等のリア
ルタイム公開
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